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事業名 

 

連続立体交差事業 

ＪＲ筑
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豊
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ほんせん
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か ご し ま

本線
ほんせん

（折尾駅
おりおえき

付近） 

事業 

区分 
連続立体交差 

事業 

主体 
北九州市 

起終点 

 

ＪＲ筑豊本線  ：北九州市八幡西区千代ケ崎一丁目～大膳二丁目 

ＪＲ鹿児島本線：北九州市八幡西区長崎町～美吉野町 

延長 

 

 

4.5km 

事業概要  

本事業は、周辺市町も含めた本市西部の地域拠点で、北部九州有数の学園都市である折尾地区において、

ＪＲ筑豊本線・鹿児島の折尾駅付近約４．５ｋｍの鉄道を高架化及び一部地下化することにより、９箇所

の踏切を除去し、都市内交通の円滑化を図るとともに、分断された市街地の一体化による都市の活性化を

図る事業である。 

平成 13 年度事業化 平成 16 年度都市計画決定 平成 17 年度用地着手  平成 18年度工事着手 

全体事業費 501 億円 事業進捗率 約 89％ 供用済延長   4.5km 

計画交通量   41,744 台／日 （踏切交通遮断量） 

費用対効果 

分析結果 

 

 

 

 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体)   

     1.1 
(残事業)         

5.9 

    /1,024 億円 

 事業費：   / 539 億円 
 関連事業費：  /484 億円 

維持管理費：  /  1 億円 

      / 1,084 億円 

 移動時間短縮便益      /409 億円 
 走行経費減少便益：    / 17 億円 
 交通事故減少便益：    /  1 億円 

その他便益            /657 億円 

 令和 3年 

 

 

 

感度分析の結果  

(事業全体) 交通量 ：B/C＝0.95～1.2   (交通量 ±10%) (残事業) 交通量  ：B/C＝ 5.4～6.5 (交通量 ±10%) 

    事業費  ：B/C＝ 1.1～1.1   (事業費 ±10%)    事業費 ：B/C＝ 5.4～6.6 (事業費 ±10%) 

    事業期間：B/C＝0.99～1.1   (事業期間±20%)     事業期間：B/C＝ 5.5～6.6 (事業期間±20%) 

事業の効果等   

① 9 箇所の踏切の除去や幹線道路の整備などにより、交通渋滞が解消される。 
② 鉄道により分断されている地域の一体化が図られる。 

③ 2箇所に分かれている駅舎が集約され、乗り換えなどがスムーズになる。 
④ バリアフリー化が進み、すべての人が利用しやすい、駅や駅前広場となる。 

⑤ 折尾駅南側の住宅地内道路の整備により、消防車が出入りしやすくなるなど、防災面に優れ、安全で 

安心なまちなみの形成が図られる。 

⑥ 駅ホームの防風スクリーンや駅舎などを学園都市の玄関口に相応しいデザンとすることで、まちの 

シンボル性を高め、駅を中心とした活力あるまちが実現する。 

⑦ 廃線敷撤去後の側道整備等により、良好な住環境が形成され、世帯数の増や賑わいの向上が期待される。 

※その他便益の詳細は、北九州市 HP  

関係する地方公共団体等の意見  

・事業完了に向けて、まちづくりのハードとソフトをしっかり連携・調整して実施することが望まれる。 

事業評価監視委員会の意見  

（北九州市公共事業評価に関する検討会議の意見） 

・連続立体交差事業は必要な事業であるため、早期に完了させること。 

・関係部局や関連事業と連携しながら、折尾地区の更なる活性化を図ること。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・事業進捗に伴い、駅周辺 1㎞圏内の世帯数は増加傾向にあり、定住化が促進されている。 

・令和 3年度末で鉄道全線（筑豊本線、鹿児島本線、短絡線）の高架切替が完了する予定である。 

・これに伴い、駅へのアクセスが向上し、更なる世帯数の増や駅周辺の賑わい向上などが期待される。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

事業進捗率約 89%（令和 3年 3月末時点）、用地進捗率 100%（令和 3年 3月末時点） 

・平成 13年度に新規着工準備採択、 

・平成 16年度：都市計画決定 

・平成 16年度：都市計画事業認可 

・平成 28年度：鹿児島本線仮線切替（Ｈ29.1） 

・平成 30年度：筑豊本線高架切替（H31.3） 
・令和 2年度：鹿児島本線高架切替及び折尾駅新駅舎開業（R3.1） 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000967746.pdf


・令和 3年度：短絡線高架切替（R4.3（予定）） 
・令和 6年度：事業完了（予定） 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

・令和 4 年 3 月の短絡線の高架切替により鉄道全線の高架化が完了する予定であり、令和 6 年度の事業完

了に向けて、引き続き旧鉄道施設の撤去等を進めていく。 

施設の構造や工法の変更等  

・他事業の発生土や現場内発生土の有効活用等、工事コストの削減に努めていく。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

 ・事業の必要性、重要性は変化なく、費用対効果の投資効果も確保されているため。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 


